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従来技術・製品

課題 解消方法 穴あけ工法としては、パンチプレス・エッチング、スキャ
ナ光学系を使用したレーザー貫通加工。 
リチウムイオンドープの方法としては、電気化学的Liドー
プ、Li金属箔貼り付けLiドープ、メカニカルLiドープ、孔
開箔法。
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エネルギー

従来技術に対する新規性・優位性 想定される活用例

開発製品の技術の概要

従来、リチウムイオン電池（LIB）の負極として黒鉛材料が多く用いられていますが、その容量は300~350ｍAh/gと限られており、より高容量なシリコン系の負極が期待されておりま
す。一方、シリコン系負極は黒鉛負極に比べて理論容量が約6~10倍高いものの、不可逆性容量が大きいという面で課題がありました。我々は、この課題に対して、Liの保持容量増
加の目的でLiイオンのプレドーピングを行いやすくするためロール状の電極に高速でレーザー微細貫通孔加工を施す技術の開発に成功し、新技術の活用による高容量の電池の
実用化が可能になりました。

Si系負極材料は、不
可逆容量があり実用
化を妨げている。

進捗状況 現状の課題

初期販売評価中 生産コスト削減に向けた広幅化及びタクト短縮 

SiO負極電極へレーザー穿孔後、Liイオンドピングを行
い、充放電効率を90%に向上させることに成功。 
電池を組んだ後にLi箔と負極をショートさせるだけで
プリドープが進む為量産化に適している。 

本技術が解消できる現状の課題およびその方法
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Si系負極の実用化に向けたLiドーピングを可能にする穿孔技術
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技術の詳細等

パンチプレス・エッチングに比べ、微細な孔を加工することが可能であ
り、また従来のスキャン光学系の場合、50%以上のエネルギーロスが発生
するが、当社開発の光学系は、10%以下に抑え、加工速度を向上させた。

集電体、バインダー、負極材,他
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